
 
 

第
四
節 

ゆ
り
事
情 

一
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
） 

(一) 

ゆ
り
根
の
競
争
買
い
の
た
め
値
が
上
が
り
、
建
値
と
競
争
値 

 

の
二
本
立
て
と
な
っ
た
。 

(二) 

取
り
引
き
価
格 

 
 
 
 
 
 

（
建
値
） 

 
 
 

（
競
争
値
） 

 
 

六
寸
―
一
銭
三
厘 

 
 
 

三
銭
五
厘 

 
 

七
寸
―
二
銭
八
厘 

 
 
 

五
銭 

 
 

八
寸
―
四
銭
六
厘 

 
 
 

六
銭
五
厘 

 
 

九
寸
―
五
銭 

 
 
 
 
 

八
銭 

(三) 

大
里
宮
元
氏
が
優
良
品
種
を
発
見
し
、
前
田
植
村
氏
に
栽
培 

 

増
殖
を
依
頼
し
た
の
で
植
村
ゆ
り
と
命
名
し
た
。 

 

二
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
） 

(一) 

日
本
ゆ
り
の
声
価
を
高
め
、
貿
易
の
基
礎
を
確
立
し
、
ま
す 

 

ま
す
需
要
も
増
大
、
輸
出
額
も
飛
躍
的
に
伸
び
た
が
、
輸
出
し 

       

な
わ
ち
現
在
の
古
波
倉
石
油
か
ら
下
っ
て
プ
ー
ル
と
駐
車
場
付 

 

近
で
プ
ー
ル
の
側
に
突
出
し
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
大
正 

 

三
年
か
ら
継
続
工
事
金
二
千
五
百
六
十
円
八
十
一
銭
（
内
訳
、 

 

補
助
金
千
六
百
四
十
五
円
八
十
一
銭
、
村
税
九
百
十
五
円
）
で 

 

着
工
し
た
。 

 

ゆ
り
取
り
引
き
商
社
、
横
浜
の
植
木
株
式
会
社
・
新
井
清
太
郎 

 

商
店
・
田
中
幸
太
郎
商
店
・
高
木
商
店
・
ロ
バ
ー
ト
フ
ル
ト
ン 

 

社
・
バ
ン
テ
ン
グ
百
番
館
等
が
工
事
費
の
一
部
に
と
寄
付
を
し 

 

た
。
名
瀬
に
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
桟
橋
は
な
か
っ
た
時
代
の
こ 

 

と
で
あ
る
。 

(二) 

ゆ
り
の
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
五
厘 

 

六
寸
―
一
銭 

 

七 

寸
―
二
銭 

 
 
 

八
寸
―
三
銭 

 

九
寸
―
四
銭 

 

尺
以
上
―
五
銭 

 
 
 

今
年
か
ら
五
寸
球
も
出
荷
さ
れ
た
が
、値
下
が
り
に
な
っ
た
。 

 

四
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
） 

(一) 

ゆ
り
取
り
引
き
価
格
の
取
り
き
め
は
、
生
産
者
の
代
表
で
あ 

 

る
交
渉
員
が
各
商
社
別
に
ゆ
り
根
の
取
り
引
き
価
格
を
交
渉
し 

 

て
い
た
。 

(二) 

商
社
側
は
、
前
も
っ
て
値
く
ず
れ
の
な
い
よ
う
に
協
議
し
、 

 

た
ゆ
り
が
ウ
イ
ル
ス
病
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ 

 

た
た
め
、
一
時
不
評
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
農
商
務
省 

 

で
は
大
正
三
年
に
輸
出
入
植
物
取
締
法
、
な
ら
び
に
施
行
規
則 

 

を
公
布
す
る
と
同
時
に
植
物
検
査
所
を
新
設
し
、
輸
入
側
の
要 

 

求
事
項
に
基
づ
い
て
、
ゆ
り
根
な
ど
の
検
査
を
行
う
こ
と
に 

 

な
っ
た
。
そ
の
後
、
産
地
に
お
い
て
は
検
査
や
選
別
が
厳
重
に 

 

な
っ
た
。 

(二) 

ゆ
り
根
の
競
争
買
い
取
り
が
あ
り
、
価
格
も
上
昇
し
、
島
は 

 

ゆ
り
の
好
景
気
で
に
ぎ
わ
い
沖
縄
芝
居
や
サ
ー
カ
ス
が
来
て
活 

 

気
に
あ
ふ
れ
た
。 

(三) 

ゆ
り
の
取
り
引
き
価
格
は
二
本
立
て
と
な
っ
た
。 

 
 
 

六
寸
―
二
銭
五
厘 

 

五
銭 

 
 
 

七
寸
―
四
銭
五
厘 

 

六
銭
五
厘 

 
 
 

八
寸
―
六
銭 

 
 
 

八
銭
五
厘 

 
 
 

九
寸
―
七
銭
五
厘 

 

十
銭
五
厘 

 
  

尺
以
上
―
九
銭 

 
 

十
三
銭 

 
 
 

競
争
買
い
で
値
が
上
が
り
、
好
景
気
と
な
っ
た
。 

 

三
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
） 

(一) 

ゆ
り
積
み
出
し
の
た
め
和
泊
港
の
旧
桟
橋
を
改
良
し
た
。
す 

       

万
一
不
正
取
り
引
き
を
し
た
商
社
が
あ
っ
た
場
合
は
契
約
金
を 

 

没
収
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
不
正
取
り
引
き
を
し
な
く
な
っ 

 

た
。 

(三) 

ゆ
り
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
― 

 

四
厘 

 

六
寸
― 

 

八
厘 

 
 
 

七
寸
―
一
銭
六
厘 

 

八
寸
―
二
銭
五
厘 

 

五
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
） 

(一) 

和
泊
小
学
校
首
席
訓
導
（
後
校
長
）
玉
江
末
駒
先
生
が
新
井 

 

清
太
郎
商
店
の
出
張
員
加
藤
貞
直
氏
に
、
ゆ
り
根
は
外
国
に
輸 

 

出
す
る
大
切
で
特
殊
な
作
物
で
あ
り
、
輸
出
も
年
々
伸
び
て
い 

 

る
か
ら
、
商
社
と
生
産
者
が
一
体
と
な
っ
て
生
産
販
売
に
力
を 

 

入
れ
た
方
が
良
い
で
は
な
い
か
と
の
話
が
あ
り
、
生
産
者
代
表 

 

と
し
て
推
薦
さ
れ
た
の
が
皆
川
の
皆
川
恵
三
氏
（
後
村
長
と
な 

 

る
）、喜
美
留
の
伊
地
知
季
道
氏
、国
頭
の
名
島
米
直
氏
で
あ
る
。 

 

三
人
と
も
篤
農
家
で
人
望
が
あ
り
有
力
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
三 

 

人
を
中
心
に
新
井
組
合
の
手
先
が
で
き
た
。
現
在
の
集
荷
責
任 

 

者
の
組
合
で
あ
る
。季
道
氏
は
弟
の
四
郎
氏
を
責
任
者
と
し
た
。 

(二) 

ゆ
り
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

競
争
買
い
の
た
め
価
格
は
二
本
立
て
と
な
っ
た
。 
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五
寸
―
一
銭 

 

三
銭 

 
 

六
寸
―
二
銭 

 

四
銭 

 
 

七
寸
―
四
銭 

 

六
銭 

 
 

八
寸
―
六
銭 

 

八
銭 

 
 

九
寸
―
八
銭 

 

十
銭 

 

六
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
） 

(一) 

第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
欧
米
は
輸
入
禁
止
と
な
る
。 

植
木
株
式
会
社
だ
け
が
三
万
球
買
っ
た
。 

(二) 

新
井
商
店
の
手
先
が
増
え
た
。
和
字
東
忠
人
氏
・
畦
布
永
吉 

 

池
治
氏
・
玉
城
伊
井
中
厚
氏
が
中
心
に
な
っ
て
生
産
組
合
が
で 

 

き
た
。 

(三) 

植
木
会
社
の
手
先
と
し
て
喜
美
留
の
伊
地
知
季
蔵
氏
・
和
泊 

 

の
陽
兼
生
氏
・
陽
宏
氏
を
中
心
に
組
合
が
で
き
た
。 

(四)  

他
の
商
社
も
次
々
生
産
組
合
を
つ
く
っ
た
。 

(五)  

第
一
次
世
界
大
戦
の
た
め
ゆ
り
が
販
売
で
き
ず
、
畑
に
植
え 

 

た
ま
ま
放
置
し
た
人
が
多
か
っ
た
。 

 

七
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
） 

(一) 

第
一
次
世
界
大
戦
は
大
正
七
年
十
一
月
終
戦
。
欧
米
の
国
々 

      

も
多
か
っ
た
の
で
、
喜
美
留
が
商
人
の
集
合
場
所
で
あ
り
、
取 

り
引
き
の
中
心
で
も
あ
っ
た
。 

 
 

価
格
も
喜
美
留
相
場
で
取
り
引
き
価
格
が
決
ま
っ
た
。 

 

八
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
） 

(一) 

第
一
次
世
界
大
戦
で
生
産
量
が
減
尐
し
て
い
た
に
も
か
か
わ 

 

ら
ず
、
戦
後
海
外
か
ら
の
注
文
が
多
か
っ
た
。
常
道
取
り
引
き 

で
は
思
う
よ
う
に
入
手
で
き
な
い
た
め
、
各
社
は
競
っ
て
畑
買 

い
を
し
た
。
そ
の
た
め
一
部
不
良
品
が
輸
出
さ
れ
、
海
外
の
徳 

意
先
か
ら
や
か
ま
し
い
苦
情
が
あ
り
、
賠
償
を
支
払
わ
さ
れ
、 

各
社
と
も
相
当
な
損
害
を
こ
う
む
っ
た
。 

(二) 

新
井
清
太
郎
商
店
出
張
員
藤
田
定
雄
氏
が
初
め
て
来
島
し 

 

た
。
氏
は
非
常
に
ゆ
り
に
熱
心
で
五
十
余
年
間
も
ゆ
り
の
栽
培 

 

な
ら
び
に
取
り
引
き
に
つ
い
て
指
導
啓
発
さ
れ
、
栽
培
者
か
ら 

 

藤
田
先
生
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年
に
永
良
部
百 

 

合
生
産
出
荷
組
合
か
ら
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
和
泊
町
町
制
施 

 

行
四
十
周
年
記
念
式
で
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。
藤
田
氏 

 

が
残
さ
れ
た
功
績
は
大
き
い
。 

(三) 

取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
二
銭 

 

六
寸
―
五
銭 

 
 

七
寸
―
七
銭 

 

が
ゆ
り
の
輸
入
禁
止
を
解
除
し
た
。 

 
 

前
年
度
戦
争
の
た
め
ゆ
り
が
売
れ
ず
に
、
栽
培
を
手
控
え
た 

 

た
め
生
産
量
が
尐
な
く
、
需
要
が
伸
び
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
品 

 

不
足
と
な
り
競
争
買
い
と
な
っ
た
。 

(二) 

ゆ
り
の
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
六
銭 

 
  

六
寸
―
二
十
銭 

 

七 

寸
―
二
十
銭 

 
 
 

八
寸
―
二
十
銭 

  

九
寸
―
三
十
銭 

 

尺
以
上
―
三
十
銭 

 
 
 

ゆ
り
不
足
の
た
め
高
価
で
取
り
引
き
さ
れ
た
。 

(三) 

ゆ
り
球
根
の
検
査
（
玉
取
検
査
）
は
各
戸
別
に
各
家
で
検
査 

 

を
し
て
、
終
了
す
る
と
ご
馳
走
を
作
り
、
ビ
ー
ル
や
焼
酎
を
出 

 

し
て
検
査
員
の
慰
労
を
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
和
泊
の
某
家
で 

 

ご
馳
走
に
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
残
っ
た
ビ
ー
ル
を
足
に
か 

 

け
た
の
が
「
ビ
ー
ル
で
足
を
洗
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
の 

 

お
こ
り
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
年
は
、
価
格
が
上
昇
し
景
気
も
良
く
な
っ
た
の
で
、 

 

「
ビ
ー
ル
で
足
を
洗
っ
た
年
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

(四) 
戦
後
の
ユ
リ
景
気
と
砂
糖
の
高
値
で
生
活
も
急
に
向
上
し 

 

た
。 

(五) 

喜
美
留
に
は
新
井
商
店
・
植
木
会
社
・
多
崎
商
会
・
鈴
木
商 

 

店
な
ど
、
そ
の
手
先
が
お
り
、
有
力
者
も
多
か
っ
た
。
生
産
量 

      

八
寸
―
九
銭 

 

九
寸
―
十
三
銭 

 

九
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
） 

(一) 

市
来
政
敏
氏
が
、
余
多
の
元
栄
川
村
氏
が
栽
培
し
て
い
た
余 

 

多
黒
軸
を
栽
培
し
、
全
部
リ
ン
ペ
ン
ま
き
に
し
て
種
子
球
を
つ 

 

く
り
、
翌
年
全
部
、
大
小
を
と
わ
ず
一
球
一
銭
で
売
却
し
た
の 

 

で
、
一
時
は
一
銭
ゆ
り
と
し
て
世
間
か
ら
も
て
は
や
さ
れ
た
。 

(二) 

取
り
引
き
価
格 

 
 
 

六
寸
以
上
、
和
泊
で
は
十
銭
～
十
六
銭
ま
で
暴
騰
。 

 

十
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
） 

(一) 

新
井
清
太
郎
商
店
初
代
店
主
は
隠
居
の
身
で
あ
り
な
が
ら
鹿 

児
島
県
庁
に
伺
い
、
海
外
で
の
苦
情
を
説
明
し
、
適
切
な
行
政 

指
導
を
と
ら
れ
る
よ
う
に
陳
情
し
た
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
つ 

い
て
沖
永
良
部
の
有
力
者
を
集
め
て
説
明
し
た
。
常
道
取
り
引 

き
を
強
調
し
指
導
さ
れ
た
お
か
げ
で
品
質
も
良
く
な
り
、
増
産 

な
ら
び
に
ゆ
り
取
り
引
き
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
が
、
お
し
く 

も
七
月
七
日
和
泊
の
伊
集
院
旅
館
（
現
在
の
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ 

ル
敷
地
に
あ
っ
た
。）
に
お
い
て
六
十
一
歳
で
急
死
さ
れ
た
。 

(二) 

ゆ
り
取
り
引
き
価
格 
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六
寸
―
八
銭 

 

七 

寸
―
十
六
銭 

 

八
寸
―
三
十
二
銭 

 
 

九
寸
―
四
十
銭 

尺
以
上
―
六
十
銭 

 
 

立
山
買
い
二
十
銭
か
ら
四
十
銭 

 

十
一
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
） 

(一) 

当
時
は
商
人
の
直
接
現
金
買
い
取
り
で
、
現
金
は
横
浜
か
ら 

 

持
参
し
て
来
た
。
弐
拾
円
札
が
高
額
札
で
あ
っ
た
。 

(二)  

金
融
機
関
と
し
て
は
郵
便
局
だ
け
で
あ
っ
た
。 

 
 

和
泊
郵
便
局
は
貯
金
取
扱
高
の
実
績
が
全
国
で
も
優
秀
だ
っ 

 

た
の
で
逓
信
省
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
こ
れ
も
ゆ
り
代
金
の
お 

 

か
げ
で
あ
る
。 

(三) 

ゆ
り
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
以
上
、
平
均
八
銭
。
知
名
村
は
十
銭
で
あ
っ
た
。 

 

十
二
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
） 

(一) 

新
井
清
太
郎
商
店
店
員
藤
田
定
雄
氏
が
え
ら
ぶ
ゆ
り
の
種
子 

 

を
持
っ
て
行
き
、
沖
縄
県
読
谷
山
村
を
中
心
に
栽
培
を
奨
励
し 

た
。
百
七
十
万
球
の
生
産
が
あ
っ
た
。
品
種
は
ア
ン
ゴ
種
で
あ
っ 

た
。 

(二) 

横
浜
植
木
会
社
も
沖
縄
で
ゆ
り
栽
培
を
始
め
た
。 

                          

(三) 

沖
縄
で
は
そ
れ
ま
で
、
宮
古
ゆ
り
を
栽
培
し
て
い
た
。 

(四) 

田
皆
全
黒
軸
ゆ
り
は
茎
丈
高
く
茎
・
花
に
紫
色
が
着
色
す
る 

 

の
で
商
品
価
値
が
低
く
後
廃
止
に
な
っ
た
。
最
盛
期
に
は
、
百 

 

万
球
ぐ
ら
い
生
産
さ
れ
て
い
た
。 

(五) 

ゆ
り
根
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
三
銭 

 

六
寸
― 

五
銭 

 

七 

寸
―
七
銭 

 
 
 

八
寸
―
九
銭 

 

九
寸
―
十
一
銭 

 

尺
以
上
―
十
三
銭 

 

十
三
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
） 

(一) 

ゆ
り
根
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
三
銭 

 

六
寸
― 

五
銭 

 

七 

寸
― 

七
銭 

 
 
 

八
寸
―
九
銭 

 

九
寸
―
十
一
銭 

 

尺
以
上
―
十
三
銭 

 

十
四
、
大
正
十
五
年
＝
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
） 

(一) 

ゆ
り
根
取
り
引
き
価
格 

 
 
 

五
寸
―
四
銭 

六
寸
― 

六
銭 

七 

寸
― 

八
銭 

 
 
 

八
寸
―
十
銭 

九
寸
―
十
二
銭 

尺
以
上
―
十
四
銭 
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